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・ 従来型起業家と比較、Homepreneur の特徴を探る 
・ 個人をベースにした Homepreneur 起業と成功法則 


































この素朴な疑問を発端に、Family Business, Entrepreneurship の考察


































































































































100 人の従業員を管理して 100 億円の売り上げを計上する。経営者
として考えただけでも憂鬱になる。かつての巨大コングロマリット米















































































































































・ 社長の年齢・・・平均５８歳 徐々に若返り 
・ 社長の在職期間・・・12.5 年 長い  
・ 社長の出身校・・・中堅私大・高卒 2 代目以降 慶応圧倒的 




















・その場しのぎは Ｘ 危険な企業風土の排除 
 アーサーアンダーセン エンロン 雪印 三菱自動車 
・取締役会機能の活性化 












事業継承 後継者 引退 
・ 世襲への疑念 育成計画 継承の仕方 













































 富の分配   社員へ成果の果実を 

























































































































究対象とするものは、第 1 ステージから第 6 ステージまである。 
特に職人的起業家の時期である第 2 ステージの幼児期。 
そして UCLA アンダーソン経営大学院のエリック・フラムホルツが
「GROWIG PAINS 成長の痛み」15と名付け、起業家にとって最も重要
な第 4 ステージの青年期。 
手ごろなサイズのベンチャーを卒業し、一流企業の仲間入りをする、














































































































































































































































































































































































































































































































































































































３． ハイ･ポテンシャル･ベンチャー･･･5 年間の売上予測が 5,000
万ドルを超える。起業家にとっても投資家にとっても、魅力






2004 年 5 月 25 日経済産業省発表資料37より抜粋した。 
ベンチャーキャピタル投資については、投融資残高(9,793 億円、
3.3%減)、年間投融資額(1,650 億円、9.0%減)ともに、前年比減少し





１． 融資残高投融資残高は 9,793 億円、投融資件数は 16,852 件
と、それぞれ前年比 3.3%、11.8%減少。投融資残高は 1 兆円
を割り込んだ。 
 53
２． 年間新規・追加投融資年間新規・追加投融資額は総額で 1,650 
















５． EXIT（資金の回収）の状況 EXIT 件数（506 件）の内訳は、
売却（M&A 等）が 152 件（30.0%）、経営者等への売戻しが




６． 日米欧の VC 投資動向比較 2002 年の投資残高は、米国では 
27 兆円（1$=107 円換算）、欧州で 17 兆円（1 ユーロ=135 
 54
円換算）、日本が 1 兆円であり、年間投資額は、米国では 2.3 





























































































































































































システムと手順(systems & procedures)、指標となる理念(guiding 
principles)及び共通の価値観(shared values)、企業の強さ、あるい


















































































① SWOT 分析 
「SWOT 分析」はセルズニック51とチャンドラー52、バークレーと MIT




































































































































































すべき 6 つの原理を掲げている。 
1. WIN-WIN 関係を目指す･･･ステークホルダーとともに勝利する 
2. 選別は重要である･･･ロイヤルティを見極める 




















































































































































































































































































































































































































不満を感じている顧客は、8 人から 12 人に話をする。 
口コミほど早く、事業発展または破綻させるものはない。自分の売
っているものが顧客に合っていないと思ったら、正直にそれをいうべ
きである。満足した顧客は 3 人から 4 人に話をするが、不満を感じて
































































不満を持った顧客のうち、苦情を言う顧客は 27 人に 1 人である。 
不満を持った顧客は、平均 8～10 人に不満を言いふらす。 
 92



























































































































































































































マーケティング、生産、財務、研究、Homepreneur は、この 4 部間
のＣＥＯでなければならない。イタリアの経済学者パレートの法則、
彼が提唱した「80 対 20 の法則」を念頭に、最重要目標に集中しなけ
ればならない。 
ほとんどの人は、時間の約半分を無駄にしている。かなり仕事がで
































































2． 目標にあった読書をする この本から何が学べるかと自問しよう 






























































































































































































































































































































7． 社交･･･Homepreneur に特有の問題を回避すること。 
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